
「サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ」 - 対話から得られた示唆の概要 -

 ＧＸの実現など、経済・社会の成長・持続可能性の確保につながる投資を推進していくには、幅広い投資家に魅力的なGXその他のサ
ステナビリティに関する投資商品を開発し、多様な投資家の市場参加を促していくことが重要

 商品組成を担う資産運用会社、投資を受ける企業、投資を行う個人・機関投資家など、幅広い関係者の戦略・選好が相互にフィット
していくことが重要との観点から、金融庁において23年12月から計４回、「サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ」を開催。
対話を通じて得られた今後の課題や論点等に係る示唆について、「対話から得られた示唆」として24年７月に公表。

今後の対応のあり方に係る示唆

• 幅広い投資家がサステナビリティ投資市場に参画することは、経済社会の持続可能性の向上の観点から重要性が高いほか、投資家にとっても、長期
的な投資収益を実現できる可能性

• サステナビリティ投資は、商品の名称等ではなく、企業との対話を含む投資の戦略・実践手法であると考えられるが、実際にはその内容が見えづらい

• エンゲージメントが事業改善や中長期の機会創出につながり得ることを含め、幅広い理解の獲得がすそ野拡大につながっていく

• 投資効果を想像・実感し易い商品への個人投資家等の関心は高く、
持続可能性への対応やこれを通じた事業の成長の実現を、手触り感を
もって理解できることが必要

• 多様な投資先を専門的に分析し、能動的な投資判断・働きかけを行
う点では、アクティブ運用と期待される機能発揮が共通する面も。パッシ
ブ運用でも有用な投資は想定され、特性を活かした商品組成が重要

• サステナビリティに係る課題と投資・事業との関係性は様々であり、自
らの投資が、資産形成と社会・環境課題への対応の双方に資するこ
とについて理解を得ていくには、分かり易い説明に特に留意が必要

• フラグシップとなり得る代表的な投資商品や、ロールモデルとなり得る運
用者・運用会社等の存在は、具体イメージを明確化し、信頼感を醸
成することにつながる可能性
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2 3商品の特性

サステナビリティ投資商品(*)の基本的意義

商品の提供方法

• 投資家にとって投資の基本的意義・効果を実感できる機会・情報提供を図るため、以下を含めた総合的な議論が重要
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投資家の特性や意向等の実態把握、
これを踏まえた具体的な投資機会の
あり方等に係る議論

サステナビリティ投資の基本的な意義
や戦略など、中核的な概念・実務に係
る議論

運用会社、販売会社、情報提供会社
や投資家等による協働など、フラグシッ
プ的な投資機会の創出に係る議論

(*) 本文書では、投資に当たって持続可能性に係る課題を加味する投資商品・投資機会等の総称として用いており、ESGやグリーン等のほか、株式、債券等も含め、投資
分野、手法等を限定していない。


